
江戸時代、信州高遠藩は小藩であり、山間地のため耕作地も少なく、 

農民の生活は困窮を極め、藩財政も非常に苦しいものでした。藩は政策 

として、農民達に石工となって旅稼ぎをすることを奨励しました。 

高遠藩領内出身の石工は「高遠石工」と呼ばれ、石材加工の優れた技 

術を持っていました。彼らは出稼ぎで全国各地に赴き、石仏や石塔、石 

橋、鳥居、石垣など様々な石造物を造りました。高遠石工の銘が残って 

いる石造物は、北は青森から南は山口まで広く存在が確認されています。 

高遠石工の石彫技術は高く、石仏を始めとする彫刻作品に見られる芸 

術性は現代においても高く評価されております。さらに、彼らは石積み 

技術にも長けており、幕末という歴史的なダイナミズムの中で、東京都 

品川の「お台場（江戸湾海上砲台）」や長野県佐久市の「龍岡五稜郭」な 

どの大規模石造物の建設にも携わり、重要な役割を果たしています。 

物語は、八ヶ岳山麓に実在する「人頭蛇身仏」の謎解きから、過去の 

「高遠石工」の歴史を探っていくというミステリータッチの展開となっ 

ており、ハードな石工の業績を縦糸に、男女の儚い恋愛を横糸に硬軟織 

り交ぜながら、かつ人間関係の「縁」を過去と現在にリンクさせながら 

のストーリー構築となっています。 
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